
ストックの花穂曲がり防止処理による品質向上         t

■ 十1 ‐           t (園 試 環 境部)

1.菅 景“ねらいⅢ Ⅲ l

ス トックは本県切り花の主力品目の‐つである。しか しその生産量は本県を含め全国的に伸び悩

んでいる。ストックの購買意欲を低下させている原因として花色の少なさ、具い等の他、大きな要

因としては花穂の間がりが考えられる。

ス トックは屈地性が強いため、車が斜めに傾くと花穏が上を向き曲がってしまう性質がある。こ

の性質は採花後も持続しt輸 送中、陳列中、ヽ装飾後に花穂が聞がり草姿を乱している。

そこで平成4年 よリス トック品質向上のために花穂の曲がり防止について検討し、成果が得られ

たので指導上の参考に供すると      |

2.技 術の内容

1・)採 花後のストックを葉剤処理することにより輸送中の花穂の曲なりが防止され品質が向上す

る。処理方法及び処理コス トは以下の通りである。          |

①使用する薬剤 :Nと1サフチルフサ
・
ラミン酸 (NPA)(試葉として東京化成よみ販売)i ‐

②処理方法  :出 荷前の水あげ時に、20ppmNPA溶液で一晩水あげするょ !

③処理コスト :1本 当り約0.8～1円。

(NPA試葉 :7450円/10g、処理水の深さ5cm、処理水 ll回交換で試算)

3.指 導上の留意事項 |

1)1000p卸 原液Iリットルの作り万

①水40mIに水酸化カリウム0.5g、次いでNPAをlg溶かし、溶解後、水で1り,トルにする。

②使用時水道水で50倍に希釈し20pm溶液にする古         |

③この原液は冷暗所で2カ 月は安定なので 1シーズン分作りおきがで・きる。

2)極 端に細いもの (茎径8mm未満)で はNPA処理により妻れる危険性があるため、処理は行わな

い 。

3)花 穂曲がり防止処理は市場に全くなじみがないため、出荷前に仕同市場と連絡を取り合うこ

と。また、出荷の際には段ボールに 「花穂出がり防止処理済み」 「湯揚げして下さい」と明記

すること。         ■ ■| ■  ||  | 十      ■    '十  11

4)NPAは オーキシンの移動阻害剤で生きた植物にも作用を及ぼすため↓処理水は作物のそばには

捨てないこと。 (毒性はLD50で8000mg/Kと)                '  i‐
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4,試 験成績の概要

1)ス トックの曲がりについてのアンケー ト調査

調査対象 :小売り12店、仲買I店 (東 京都の両国市場にて調査)

結果の概要

ス トックの曲が りは、多くの店で、店頭での曲がりを中心に問題と感 じていたもまた、輸送中

の出がりを矯正するため店では一晩水揚げしており、即日販売や急ぎの注文には対応できず、使

いにくいと感 じていた。

曲がらないス トックの市場性については多くの店が認めており、持続期間も5日 以上を期待し

ていた。しかし多くは陳列中の観がりを問題としており、最低その間 (セリ後、2～ 3日 )効 果

が持続されれば良いと思われた。

購入後の水揚げについては湯揚げで対応している店が多く、NPA処理で湯揚げを義務づけても多

くの店は現状のままで対応できると思われた。

表 2 処 理時間別吸水量の変化

結果の概要 :長時間処理を行つて

も過剰吸収はされなかった。

キ吸水量は車の新鮮室 lg当 たりの吸水量(m1/FWg)

結果の概要 :5℃では吸水量が低下したものの、

7～15℃では吸水量が安定していたため、高

温による薬剤の過剰吸収の恐れは少ない。

表3 処 理濃度と花穂曲がり (各区11本)

濃度

ppm

享室  茎 径  NPA吸 吸量 μg/FWg 頂花高さ (cm)妻 れ

FWg  mm  最 大  最 小  平 均 24hr   48hr   2卜域資

0

2

5

20

100

400

8 8 . 2      9 . 6      0 . 0     0 , 0     0 , 0

8 7 . 4    9 . 8    0 。4   0 , 1   0 , 2

9 2 , 3     1 0 . 0      1 , 0     0。3     0 , 6

8 9 . 1      9 . 8     4 . 1     1 . 0     2 . 3

9 1 . 8    9 , 9   1 6 。4   3 . 8   9 . 6

8 9 . 6      9 . 8     4 7 . 7     8 . 1    2 4 . 8

6 . 1   7 . 7

5 。2    8 , 3

3 . 0    5 。3

1 . 2    3 , 7

0 . 3    2 . 6

1 . 1    2 . 8

表 1 温 度別吸水量の変化

吸水量 (m1/FWgl中
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